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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

	
 本研究は有機薄膜太陽電池に代表されるバルクへテロ型有機薄膜層の層分離構造と機能との相関
の解明を目的とする。初年度である平成２２年度は、①	
 ペンタセンジケトンを用いたペンタセンの
導電性薄膜の構造と機能の相関の解明；②	
 薄膜構造への構造異性体や置換基効果の検討；③ｎ型半
導体を含む新規のアセンジケトン化合物の開発と有機半導体への変換；④	
 高分子に組み込まれたア
センジケトンの光反応を利用した薄膜構造制御；に関して重点的に研究を行った。	
 
	
 ①に関しては、有機 FET を指標として、再現性の高い有機デバイス作製の確立を行った。特に、溶
液塗布に用いる溶媒とアニーリング温度の最適化、酸素の影響について詳細に検討を行い、高い歩留
まりでデバイスを作製する手法を確立した。②に関しては、ペンタセンジケトンのジケトン連結部位
が異なる位置異性体に関して詳細に検討を行ったところ、ジケトンの結合部位が異なるだけで、前駆
体の結晶性すなわち溶解度が大きく異なり、成膜性に大きく影響することが明らかとなった。③に関
しては、6,13 位ジシアノペンタセンを初めて合成し、その半導体特性を詳細に検討したいところ、
アンビポーラー特性を示すことがあきらかとなった。④に関しては、様々な重合方法を検討したが、
前駆体を重合するだけで溶解度が大きく下がり、オリゴマーの段階で沈殿してしまい，また高分子の
組成等を詳細に検討するには至らなかった。	
 
	
 以上の結果より、初年度の結果としては、ジケトン前駆体を用いた光変換による有機半導体薄膜作
成法の確立、構造と成膜性の相関、新規有機半導体の合成に成功した。	
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